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い
ま
う
れ
し
い
予
感
に
ひ
た
っ

て
い
る
。
美
術
館
の
構
内
に
浅
井

忠
の
巨
大
を
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
建
立

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
と
し
の
秋
に
開
催
さ
れ
る
県

展
が
、
ち
ょ
う
ど
三
十
回
だ
と
い

う
の
で
、
県
美
術
会
(
浅
見
蕾
舟

会
長
)
が
会
員
の
総
意
で
、
記
念

事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
本
県
佐

倉
藩
出
身
で
近
代
日
本
洋
画
の
本

道
を
歩
ん
だ
先
駆
的
巨
匠
・
浅
井

息
の
業
績
顕
彰
を
期
し
、
あ
お
せ

て
本
県
の
芸
術
文
化
の
シ
ン
ボ
ル

に
す
る
こ
と
を
決
し
た
。

県
美
術
会
の
計
画
が
す
す
み
寄

金
が
続
く
う
ち
に
、
あ
り
が
た
い

こ
と
に
県
内
各
地
に
波
及
し
賛
同

者
が
多
く
な
り
、
浅
井
忠
像
建
立

委
員
会
(
茂
木
啓
三
郎
会
長
)
と

い
う
県
民
的
を
組
織
に
結
集
し
、

浄
財
を
持
ち
寄
っ
て
理
想
的
に
完

成
さ
せ
よ
う
と
、
文
字
ど
お
り
輪

が
拡
大
し
た
。

こ
う
し
て
、
制
作
者
に
彫
刻
家

の
大
須
賀
力
氏
が
指
名
さ
れ
、
募

金
と
平
行
し
て
基
礎
的
な
調
査
や

試
作
が
展
開
し
て
い
る
。
県
美
術

会
の
計
画
ど
お
り
に
い
え
ば
、
こ

と
し
の
十
一
月
に
は
美
術
館
正
面

広
場
に
、
浅
井
息
像
が
県
民
の
浄

財
で
誕
生
す
る
こ
と
に
を
る
。
画

期
的
を
こ
と
で
あ
る
。
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みる・かたる・つくる-

本
館
初
の
企
画

用
と
芸
の
美
の

書
跡
の
展
観

房
総
の
書
の
歴
史
を
た
ど
る
と
、

壁
書
土
器
を
ど
か
ら
奈
良
時
代
に

源
流
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

文
字
は
長
い
間
、
皇
族
・
貴
族
・

高
僧
を
ど
上
流
社
会
の
中
で
活
用

さ
れ
、
一
般
の
人
々
に
は
縁
遠
い

も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
江
戸
時
代
以
降
は
、

幕
府
の
文
教
政
策
な
ど
の
影
響
に

ょ
り
一
般
化
し
、
実
用
か
ら
装
飾

・
純
粋
を
芸
術
面
に
ま
で
、
そ
の

実
も
多
彩
に
を
り
、
房
総
の
地
に

も
書
と
か
か
お
り
の
あ
る
多
数
の

儒
者
・
文
人
墨
客
が
あ
ら
わ
れ
た
。

今
回
の
企
画
展
覧
会
で
は
、
江

戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て

の
、
書
家
・
儒
者
・
学
者
・
文
人

(
歌
人
・
詩
人
・
俳
人
)
に
焦
点
を

し
ぼ
り
、
房
総
の
地
に
か
か
わ
り

を
も
ち
な
が
ら
、
文
化
の
発
展
に

っ
く
し
た
先
駆
者
の
作
品
を
集
め
、

作
者
の
道
側
と
書
跡
を
し
の
び
、

用
の
美
と
芸
の
美
の
追
求
の
機
会

と
し
、
書
芸
の
振
興
に
役
立
て
た

出
品
作
家
と
作
品
の
紹
介

書
家
で
は

柳
田
塙
荒
(
寛
政

五
̃
明
治
二
二
佐
原
市
出
身
。

名
を
貞
光
書
節
夫
と
い
う
。

江
戸
に
出
て
儒
学
を
学
ぶ
。
生
来

書
が
得
手
で
、
初
め
趨
子
昂
、
の

香
川
機
司
(
弘
化
二
̃
明
治
四

四
)
千
葉
市
。
書
幅
一
。
以
上
三

名
。歌

人
で
は

神
山
魚
群
(
天
明

八
̃
明
治
一
五
)
成
田
市
。
通
称

三
郎
左
衛
門
・
又
は
無
境
庵
と
い

っ
た
。
古
人
の
歌
書
に
よ
り
独
学

し
、
苦
労
し
て
八
代
集
を
晴
話
し

た
。
歌
鳳
を
定
家
に
似
せ
、
次
い

で
貰
之
に
私
淑
し
て
独
自
の
格
を

成
し
㌍
蜜
瑞
江
伊
能
離
郷
牛

鈴
木
雅
之
・
林
保
綱
・
三
橋
鶴
彦

な
ど
は
彼
の
門
人
で
あ
る
。
書
幅

「
扇
面
一
、
短
冊
七
。
海
上
離

(
明
治
九
̃
大
正
二
)
山
武
町
。

書
簡
二
、
短
冊
二
。
以
上
六
名
。

詩
人
で
は
†
雌
雄
堀
」
文
政
六

̃
明
治
三
一
)
安
房
郡
三
芳
村
。

名
は
刹
那
、
意
識
は
彦
之
。
一
七
才

の
時
江
戸
に
出
て
、
鶏
諜
報
の

門
下
生
に
な
る
。
有
名
な
門
人
、

小
野
湖
山
・
大
沼
概
山
・
嶺
田
榔

江
・
加
藤
静
都
な
ど
と
共
に
漢
詩

を
学
び
、
二
三
歳
の
頃
か
ら
主
に

関
西
へ
遊
歴
し
て
詩
作
す
る
。
明

治
元
年
に
東
京
浅
草
に
私
塾
を
開

い
た
。
書
幅
五
、
色
紙
一
。

俳
人
で
は

白
井
轟
醐
(
元
禄

香
取
秀
真
書

第
哀
れ
工
、
(
き
・
だ
確
言
く
与
享

や
ィ
メ
ソ
高
弟
不
を
鴫
∴
・
若
年
手
鼻

綴
雛
誓
亮
章

ち
に
王
義
之
の

鳳
を
学
び
大
成

す
る
。
東
京
亀

沢
町
に
私
塾
を

設
け
名
声
が
高

か
っ
た
。
書
幅

江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
書
家
・
学
者
・
文
人
の
書
跡
に
よ
る

藤
の
書
芸
展

七
月
二
十
日
よ
り
̃
八
月
三
十
一
日
ま
で

四
。
大
村
藍
轟
天
保
元
-
明
治
三

四
)
九
十
九
里
町
。
ま
く
り
二
点
。

窮
整
調
雛
雛
霧
欝

高
森
砕
経
書

東
條
一
堂
害

四
囲
図〇▼,
●

.
駄
‥
雪
や
二
言
∴
、
∴
了
宣
言
∴

●

畢
(
文
政
≡
-
大
正
五
)
海
上

部
飯
岡
町
。
初
め
六
郎
と
い
い
、

の
ち
に
樹
齢
と
い
う
。
剣
道
に
志

し
て
江
戸
に
出
て
、
干
葉
周
作
の

門
に
入
り
学
び
、
更
に
武
者
修
業

の
た
め
、
諸
国
を
巡
歴
し
、
紀
州

に
入
り
、
和
歌
山
蒲
の
国
学
者
加

納
諸
平
に
つ
き
歌
道
を
学
ん
だ
。

書
幅
五
、
短
冊
二
。
伊
能
穎
則
(
文

政
三
̃
明
治
一
〇
)
成
田
市
。
書

幅
二
、
矩
冊
二
。
鈴
木
雅
之
(
天

保
三
-
明
治
四
)
成
田
市
。
短
冊

一
。
伊
藤
空
嘉
(
元
治
元
̃
大

正
二
)
成
東
町
。
書
簡
一
。
巌
戴

一
四
̃
明
和
六
)

長
生
郡
長
南
町
。

初
め
喜
六
と
呼

び
、
享
保
六
年

父
の
死
後
家
を

つ
ぎ
、
名
を
喜

右
衝
門
と
改
め
代
官
に
な
っ
た
。

そ
の
後
事
情
が
あ
っ
て
代
官
の
役

と
家
督
を
次
の
弟
に
ゆ
す
っ
て
後

見
人
と
な
り
、
自
ら
は
俳
誰
を
志

し
、
近
く
の
正
喜
寺
内
に
。
燐
を
結

び
、
露
桂
庵
と
号
し
た
。
の
ち
江

戸
に
出
て
佐
久
間
へ
松
露
鷹
)
柳

居
に
学
ん
だ
。
寛
保
元
年
(
一
七

四
一
)
葛
飾
に
三
解
庵
を
結
び
、

牧
羊
大
西
奴
の
号
を
鳥
酷
と
改
め

た
。
芭
蕉
の
毀
後
、
俳
譜
が
低
調

卑
俗
化
す
る
を
か
に
あ
っ
て
、
芭

蕉
の
正
鳳
俳
譜
を
伝
え
、
関
東
一

円
に
多
く
の
弟
子
を
持
ち
、
天
明

●

の
俳
譜
復
興
を
導
い
た
。
額
面
一

短
冊
一
。
小
河
原
雨
塘
(
寛
延
七
-

天
保
三
)
千
葉
市
。
短
冊
一
。
育

野
太
筑
(
文
政
一
一
毀
)
香
取
郡

東
庄
町
。
短
冊
二
。
以
上
三
名
。

l
’
l
、
′
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.
ヽ
′

儒
学
者
で
は

久
保
木
竹
窓

(
宝
庸
二
丁
文
政
二
一
)
佐
原

市
。
幼
名
を
新
四
郎
、
績
継

い
で
太
郎
右
衝
門
と
な
り
蟻
龍
・

竹
窓
と
号
し
た
。
幼
時
は
香
取
神

宮
寺
の
一
つ
で
あ
る
籠
等
で
の

呑
舟
人
に
学
び
、
長
じ
て
諸
学
を

研
讃
し
、
国
学
・
暦
学
・
数
学
・

仏
典
・
神
学
に
精
通
し
房
総
屈
指

の
学
者
と
な
っ
た
。
私
塾
「
息
耕

堂
」
を
開
講
し
、
知
徳
合
一
の
教

育
を
し
、
子
弟
数
百
人
の
徳
化
は

北
総
地
帯
か
ら
広
く
全
国
に
伝
わ

っ
た
。
書
幅
三
、
屏
風
一
。
東
條

一
堂
(
安
永
七
̃
安
攻
囲
)
茂
原

市
。
名
は
弘
と
い
い
、
江
戸
時
代



の
漢
学
者
。
初
め
皆
川
涛
離
、
の

ち
亀
田
鵬
剤
に
学
び
、
江
戸
に
塾

を
開
い
て
研
学
と
教
育
に
当
っ
た
。

官
学
で
あ
る
朱
子
学
は
仏
に
近
い

と
排
斥
し
、
直
接
古
典
に
つ
い
て

学
ぶ
べ
き
こ
と
を
強
調
し
た
。
そ

の
た
め
原
典
を
正
し
く
読
み
と
る

こ
と
(
訓
古
考
証
)
に
主
意
を
そ

そ
い
だ
。
書
幅
二
、
額
面
÷
宇

佐
美
清
水
(
宝
永
七
̃
安
永
五
)

夷
隅
郡
長
者
町
。
扇
面
一
。
海
保

鵜
桃
(
寛
政
一
〇
-
慶
応
二
)
山

武
郡
楯
芝
町
。
書
幅
二
。
芳
野
合

鴎
7
(
享
和
二
̃
明
治
一
一
)
旧
葛

飾
郡
松
崎
町
。
書
幅
二
。
田
中
従

雷
轍
(
文
化
一
〇
-
明
治
三
一
)

I
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,
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し
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・
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佐
倉
市
。
書
幅
一
。
小
永
井
小
舟

(
文
政
六
̃
明
治
二
二
佐
倉
市
。

書
幅
一
。
依
曲
学
漑
(
天
保
四
-

ーみる・かたる・つくる

●

明
治
四
二
)
佐
倉
市
。
書
幅
三
、
書

簡
二
、
短
冊
一
。
以
上
人
名
。

学
者
で
は

木
村
蹄
辞
(
文
政

三
-
大
正
二
)
成
田
市
。
木
村
家

の
賽
子
と
を
り
改
姓
、
国
学
を
伊

能
穎
別
に
和
歌
を
寺
門
輔
弼
に
漢

学
を
岡
本
議
期
に
学
ん
だ
。
明
治

四
年
、
文
部
省
大
助
教
授
と
怠
り

ア
メ
リ
カ
人
の
ス
コ
ッ
ト
や
田
中

義
廉
ら
と
と
も
に
高
等
師
範
学
校

の
設
立
準
備
に
尽
力
し
た
。
書
幅

二
、
短
冊
一
。
西
村
茂
樹
(
文
政

二
-
大
正
二
)
佐
倉
市
。
書
幅
二
、

書
簡
一
。
手
島
精
一
(
嵩
、
水
二
̃

̃
大
正
七
)
市
原
市
菊
間
。
書
幅

一
。
津
田
梅
子
(
元
治
元
-
昭
和

四
)
佐
倉
市
。
書
簡
一
。
以
上
四

名
。画

家
や
金
工
家
で
は

高
森
碑

覇
(
弘
化
四
-
大
正
六
)
長
生
郡

長
南
町
。
浅
井
息
(
安
敬
三
̃
明

治
四
〇
)
佐
倉
市
。
香
取
秀
典
(
明

治
七
̃
昭
和
二
九
)
印
旛
郡
印
西

町
。
以
上
三
名
を
加
え
、
計
二
八

名
、
作
品
八
〇
点
を
展
示
す
る
。

夏のひとときを

午
後
2
時
よ
り

美
術
館
普
及
室

「
作
品
の
解
説
」

「
花
押
に
つ
い
て
」

歴
史
研
究
家

佐
久
間
洋
行
氏

美
術
館
副
館
長

高
橋

在
久

●
今
回
の
出
品
予
定

作
品
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。
き
く

も
人
“
∵
要

香
取
秀
真

菊
文
釜

破
船
か風合

紋
決
椛

夷
隷
椛

浮
香
炉
’瓶‡瓶ヌ炉ろ

筋‡、 ’ ’

第2回千葉県

移動美術館へ

○
○
’
」
-
う
で
い

津
豊
麗
籍

脚
線
謹
豪
醜
、

瓶
、
六
角
火
鉢入‡笑ぎ鳳澄釆
花湖か風雪就学

信
淵

繕
事
大
伸
び
ゆ
黒
湾
、

盤
、
蟻
銀
ひ
さ
古
瀬

瑛

九

よ
ろ
こ
び
B
、

か
べ
、
オ
ペ
ラ
グ
ラ
ス
、

九
曜

顔
A
、

魚
。

講
演
会
に
ふ
る
っ
て
参
加
を
〃
‥

依
田
学
海
害

本
展
覧
会
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
目
的
で
左
記
に
よ
り
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
日
時
.
7
月
2
9
日
(
土
)

本
年
の
千
葉
県
移
動
美
術
館
は
、

七
月
十
八
日
か
ら
七
月
三
十
日
ま

で
松
戸
市
文
化
ホ
ー
ル
、
八
月
一

日
か
ら
八
月
二
十
七
日
ま
で
千
葉

県
立
総
高
博
物
館
で
開
催
す
る
こ

と
と
を
り
ま
し
た
。

今
回
は
本
県
出
身
で
近
代
金
工

界
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
し
た
香

取
秀
真
と
津
田
信
夫
、
千
葉
市
在

住
で
現
在
活
躍
中
の
信
田
洋
の
三

氏
の
金
工
作
品
、
及
び
創
作
の
場

を
世
界
に
求
め
、
国
際
的
に
も
評

価
の
高
い
、
瑛
九
、
浜
口
陽
三
、

深
沢
幸
雄
、
池
田
満
寿
夫
の
四
氏

の
版
画
作
品
を
御
鑑
賞
い
た
だ
き

ま
す
。

浜
口
陽
三

一
九
〇
と
一
匹
、
テ

ン
ト
ウ
虫
、
ざ
く
ろ
、
二
匹
の

蝶
、
ポ
プ
ラ
。

深
沢
幸
雄

民
族
の
鶉
伝
達
、

青
い
裸
像
A
、
ト
ル
ソ
、
掌
の

中
の
影
。

池
田
満
寿
夫

ス
フ
ィ
ン
ク
ス
、
夜

の
旅
、
閉
ざ
さ
れ
た
夜
の
た
め

に
、
飾
り
窓
の
中
、
出
来
事
。

◇
お
問
い
合
せ
先

松
戸
市
文
化
ホ
ー
ル

(
電
=
〇

四
七
三
-
6
7
-
七
八
一
〇
)

干
葉
県
立
総
高
博
物
館
(
電
=

〇
四
七
〇
八
-
2
-
三
〇
〇
七
)

初
の
収
蔵
作
品

目
録
刊
行
ま
じ
か

体
裁

B
5
版
。
ア
ー
ト
紙
。

カ
ラ
ー
二
枚
。
モ
ノ
ク

ロ
二
十
一
枚
。

ぺ
-
ジ
数

約
五
十
ペ
ー
ジ

内
容

五
十
三
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
収
蔵
し

た
作
品
の
一
覧
。
(
作

品
数
四
七
三
点
。
資
料

数
三
五
〇
点
)

l
-
.
▲
○
○
-
-
▲
○
▼
(
)
▲
○
▼
(
-
▲

《
-
▲
○
○
よ
-
▲
○
○
エ
ー
▲
〃
▼
-
-
▲
t
▼
-
-
1

二
研
究
紀
要
第
二
号
≡

体
裁

B
5
版
。
上
質
紙
。

ペ
ー
ジ
数

約
五
十
ペ
ー
ジ
。

内
容

作
家
の
作
品
等
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
を
ち
び

に
館
運
営
上
の
諸
問
題

に
つ
い
て
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
美
術
館
学
芸
課
ま

で
。

.
▲
葛
{
-
1
{
)
l
-
)
▲
賢
)
-
-
)
l
(
.
▲
!
・
!
▼
-
・
-
-
《
◆



みる・かたる・つくる

「
黒
田
清
輝
展
」
を
顧
み
て
』

は
、
昭
和
五
十
三
年
度

来
館
し
た
大
き
を
原
因
の
一
つ
と

最
初
の
特
別
展
と
し
て
「
黒
田
清

輝
展
」
を
開
催
し
た
。
開
催
期
間

は
四
月
二
十
七
日
か
ら
五
月
二
十

八
日
ま
で
で
、
開
催
日
数
は
二
十

八
日
間
で
あ
っ
た
。

入
館
者
数
は
、
一
五
、
八
一
六

人
で
、
一
日
平
均
五
六
五
人
と
を

り
、
こ
れ
ま
で
の
特
別
展
の
を
か

で
も
、
前
年
度
の
三
月
に
開
催
し

た
「
東
山
魁
夷
展
」
に
次
ぐ
多
く

の
入
館
者
が
あ
っ
た
。

期
間
中
、
本
属
に
対
す
る
意
見

等
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
在
っ

た
。
そ
の
結
果
を
見
る
と
、
多
数

し
て
、
黒
田
清
輝
に
つ
い
て
は
、

画
集
や
教
科
書
等
で
、
良
く
知
っ

て
お
り
、
以
前
か
ら
関
心
を
寄
せ

て
い
た
に
も
か
か
お
ら
ず
、
こ
れ

ま
で
、
実
際
に
柴
田
清
輝
の
作
品

を
鑑
賞
す
る
機
会
を
得
な
か
っ
た

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
展
示
内
容
に
つ
い
て
も
さ

ま
ざ
ま
を
興
味
を
持
た
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
ま
ず
、
初
期
か
ら
晩
年

ま
で
の
油
彩
画
の
変
遷
を
た
ど
り
、

「
湖
畔
」
「
も
ろ
る
日
影
」
等
の
著

名
を
作
品
を
通
し
て
黒
田
清
輝
の

画
風
に
接
す
る
一
方
、
「
昔
語
り
」

の
下
絵
を
展
観
す
る
こ
と
に
よ
っ

っ
て
、
入
念
を
制
作
過
程
や
制
作

態
度
と
い
う
も
の
ま
で
触
れ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
。

さ
ら
に
、
資
料
室
を
通
し
て
、

公
開
さ
れ
る
こ
と
の
少
を
か
っ
た

デ
ッ
サ
ン
類
、
ス
ケ
ッ
チ
帳
、
書

簡
、
写
真
、
イ
ー
ゼ
ル
等
の
展
示

に
よ
っ
て
、
人
間
業
田
清
輝
を
多

面
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
。
を
お
資
料
室
で
は
、
特
に
、

デ
ッ
サ
ン
類
に
魅
せ
ら
れ
た
方
々

が
多
か
っ
た
。

こ
の
他
、
普
及
事
業
の
一
環
と

し
て
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所

美
術
部
主
任
研
究
官
の
陰
里
鉄
郎

氏
か
ら
、
「
柴
田
清
輝
と
明
治
絵

画
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
講
演
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
講
演
会
に

も
多
数
の
人
が
参
加
し
、
熱
心
に

メ
モ
を
と
ら
れ
る
人
も
い
て
、
柴

田
清
輝
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
と
思
わ

れ
る
。

本
属
に
お
け
る
入
館
者
の
関
心

も
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
が
、
今

後
も
資
料
コ
ー
ナ
ー
等
を
設
け
る

な
ど
、
展
示
に
あ
た
っ
て
は
、
種
々

の
観
点
か
ら
広
く
作
家
の
世
界
を

と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

回
の
展
開
は
か
つ
て
な
い
激
し
い

動
き
と
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
絵
画
運
動
は

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
変
化
を
鋭
敏

に
反
映
し
、
感
受
性
豊
か
な
若
き

作
家
た
ち
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て

き
た
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

新
し
い
芸
術
の
創
造
を
目
指
し
、

熱
情
を
か
た
む
け
を
か
ら
も
病
魔

に
お
か
さ
れ
、
あ
る
い
は
突
然
の

事
故
に
見
舞
お
れ
る
な
ど
苦
悶
の

た
作
家
も
ま
た
少
を
く
な
い
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
れ
ら
天
折

の
画
家
た
ち
の
作
品
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
作
品
を
通
し
て
近
代

絵
画
の
一
面
を
み
る
こ
と
に
し
た
o

◆
会
期

9
月
2
1
日
(
木
)
̃
的
月
1
 
9
日
(
木
)

(
9
時
̃
4
時
0
0
分
・
月
曜
休
館
)

◆
観
覧
料

(
寵
蒜
所
轄
円

ぅ
ち
に
そ
の
短
か
い
生
涯
を
閉
じ

へ
)
内
は
団
体
2
0
名
以
上
料
金

一
組
靖
靖
崎
崎
崎
靖
靖
弱
靖
蟻
据
蹄
靖
靖
購
購
靖
錐
据
鳩

-‾ ‾
‾IIi

準備進む

「天折の画家たち」

近
代
に
入
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化

の
急
激
を
移
入
は
、
日
本
の
社
会

に
様
々
を
波
紋
を
な
げ
か
け
て
い

る
が
、
そ
れ
は
画
壇
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
く
、
近
代
以
降
の
絵

・
蹄
習
航
習
航
習
据
置
購
羅
締
結
蹄
習
蹄
習
据
置
醗
渋
購
諜
組

e
本
館
協
議
会
委
員
の
任
期
満

了
に
と
も
を
い
、
六
月
十
四
日
、

定
例
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、

左
記
の
新
協
議
会
委
員
が
任
命

さ
れ
た
。

委
員
に
は
、
学
校
教
育
・
社

会
教
育
の
関
係
者
な
ら
び
に
学

識
経
験
者
よ
り
依
嘱
し
、
七
月

四
日
、
今
井
教
育
長
の
出
席
を

得
て
、
第
一
回
の
協
議
会
が
開

か
れ
た
。
席
上
、
教
育
長
か
ら

各
委
員
に
辞
令
交
付
が
行
お
れ
、

美
術
館
及
び
広
く
美
術
界
へ
の

協
力
が
依
頼
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
議
長
・
副
議
長
の

選
出
が
行
わ
れ
、
続
い
て
館
側

よ
り
昭
和
五
十
三
年
度
の
予
算

・
事
業
に
つ
い
て
、
五
十
四
年

度
の
事
業
構
想
、
美
術
普
及
棟

建
設
計
画
を
ど
に
つ
い
て
協
議

が
交
わ
さ
れ
た
。

協
議
会
委
員
名

相
川
勝
衛
氏

遠
藤
健
郎
氏

笹
岡
了
一
氏

鈴
木
民
三
氏

牧
田

茂
氏

浅
見
喜
舟
氏

金
子
量
重
氏

鈴
木
秀
一
氏

野
口
貞
子
氏

八
代

進
氏

(
五
十
音
順
)

購
持
満
男
採
用
紺
満
雄
蟻
醗
間
組
掴
綱
購
評
補
講



美
術
普
及
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

ーみる・かたる・つくる

「
み
る
・
か
た
る
・
つ
く
る
」
美

の
広
場
の
充
実
を
目
指
し
、
直
接

触
れ
合
い
の
で
き
る
場
と
し
て
昨

年
四
月
よ
り
開
設
し
た
"
美
術
普

及
室
〃
は
、
開
設
と
同
時
に
、
多

く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
つ
つ
、
満

一
年
が
過
ぎ
た
。

美
術
普
及
室
は
、
美
術
館
建
設

の
第
三
期
工
事
と
し
て
計
画
さ
れ

て
い
る
美
術
普
及
棟
が
完
成
す
る

ま
で
の
期
間
、
現
状
の
中
で
の
サ

ー
ビ
ス
を
す
る
た
め
の
普
及
部
門

と
怠
っ
て
い
る
。

今
年
度
も
、
第
六
展
示
室
を
利

用
し
、
展
示
、
図
書
、
集
会
、
情

報
の
四
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
そ
の

区
分
の
内
容
、
活
用
の
充
実
を
図

り
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
部
屋
と

な
る
よ
う
心
掛
け
て
い
る
。

各
コ
ー
ナ
ー
の
役
割

○
展
示
コ
ー
ナ
ー

美
術
作
品
以
外
の
参
考
資
料
を

展
示
し
、
作
家
や
作
品
の
理
解
を

す
る
場
で
あ
る
。

現
在
は
、
常
設
展
「
浅
井
忠
と

そ
の
周
辺
」

の
鑑
賞
資
料
コ
ー
ナ

ー
と
し
て
、
近
代
日
本
美
術
界
の

先
駆
者
で
あ
る
浅
井
忠
の
関
係
資

料
を
展
示
し
、
浅
井
の
少
年
時
代
、

青
年
時
代
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
時

代
、
晩
年
の
京
都
時
代
に
い
た
る

生
涯
を
、
貴
重
を
遺
品
や
、
写
真

な
ど
に
よ
り
紹
介
し
て
い
る
。

○
図
書
コ
ー
ナ
ー

美
術
に
対
す
る
知
識
、
理
解
を

深
め
る
た
め
の
場
で
あ
る
。

日
本
や
世
界
の
美
術
全
集
、
美

術
辞
典
を
ど
、
美
術
の
基
本
図
書

や
雑
誌
、
さ
ら
に
、
本
館
お
よ
び

他
館
発
行
の
刊
行
物
を
ど
、
自
由

に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
集
会
コ
ー
ナ
ー

団
体
見
学
を
ど
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
や
「
美
術
を
語
る
会
」

「
美
術
館
夏
季
大
学
」
「
美
術
講
演

会
」
さ
ら
に
「
実
技
講
座
」
を
ど

の
催
物
会
場
と
し
て
、
小
規
模
を

が
ら
そ
の
活
用
は
多
彩
で
あ
る
。

○
情
報
コ
ー
ナ
ー

各
地
の
美
術
館
、
博
物
館
な
ど

の
廣
覧
会
や
催
物
等
を
紹
介
す
る

場
で
あ
る
。

壁
面
や
書
架
を
利
用
し
、
ポ
ス

タ
ー
や
美
術
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス

誌
な
ど
情
報
の
収
集
・
整
理
を
し

て
広
く
皆
様
に
案
内
し
て
い
る
。

以
上
、
四
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
紹

介
し
た
が
、
念
願
の
美
術
普
及
棟

の
建
設
に
つ
い
て
は
、
五
十
四
年

度
完
成
を
目
指
し
実
施
設
計
の
段

階
に
入
り
、
利
用
す
る
方
々
の
立

場
に
立
っ
て
、
よ
り
よ
い
美
術
活

動
の
場
と
す
る
た
め
検
討
を
重
ね

て
い
る
。

を
お
、
こ
の
美
術
普
及
室
は
、

特
別
展
、
干
薬
県
芸
術
祭
の
期
間

中
は
、
会
場
の
都
合
で
縮
小
あ
る

い
は
他
の
場
所
に
移
転
す
る
が
、

利
用
者
の
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
希

望
を
と
り
入
れ
を
が
ら
“
愛
さ
れ

る
美
術
普
及
室
〃

に
育
て
て
い
き

た
い
と
想
う
。

●㌢
-
…
三
重
…
塁
。
…
-
整
三
三
書
き
。
…
-
“
≡
三
嶋
≡
三
を

咽

本
館
で
は

"
み
る
・
か
た
る

剛
・
つ
く
る
"
美
の
広
場
と
し
て
の

冊

活
動
の
一
環
と
し
て
"
美
術
を

順
見
る
眼
"
を
養
う
た
め
、
日
本

胴
の
美
術
の
賞
的
急
移
や
多

細
様
化
し
た
現
代
美
術
を
ど
の
理

…
解
を
深
め
る
講
座
「
美
術
館
夏

肌
季
大
学
」
を
開
設
し
て
い
る
。

剛
∴
今
年
は
、
専
門
的
知
識
と
一

冊

般
教
護
の
修
得
を
目
的
と
し
て
、

…
日
本
近
代
工
芸
・
書
の
流
れ
と

刷
そ
の
時
代
に
代
表
さ
れ
る

七
、
内
容

8
月
4
日
午
前

講
師

千
葉
県
立
美
術
館
副

館
長

高
橋
在
久

課
題

日
本
近
代
洋
画
の
ル

ー
ツ

8
月
4
日
午
後

講
師

大
妻
女
子
大
学
講
師

金
子
量
重
民

課
題

近
代
工
芸
の
歴
史
と

作
品
の
見
方
や
様
々
な
表

現
様
式
の
理
解
を
テ
ー
マ

に
、
併
せ
て
日
本
近
代
洋

画
の
ル
ー
ツ
へ
の
紀
行
や

美
術
品
の
取
扱
い
と
保
存

の
仕
方
な
ど
を
課
題
に
開

講
す
る
。

一
、
主
催

二
、
後
援

三
、
場
所

四
、
期
間

五
、
時
間

六
、
受
講
料

千
葉
県
立
美

見
方

8
月
5
目
星
丁
前

講
師

二
松
学
舎
大
学

教
授

堀
江
和
彦
氏

課
題

書
芸
の
歴
史
と

見
方

8
月
5
日
午
後

講
師

干
葉
県
立
美
術

館
学
芸
課
長

ー
5
-

術
館

千
葉
県
立
美
術
館

友
の
会

千
葉
県
立
美
術
館

美
術
普
及
室

昭
和
5
3
年
8
月
4

日
㈲
-
5
白
目

午
前
9
時
̃
午
後

4
時無

料
(
但
し
、

テ
キ
ス
ト
代
等
若
干

の
自
己
負
担
あ
り
)

大
木

衛

課
題

美
術
品
の
取
扱
い
方

と
保
存
の
仕
方

八
、
募
集
人
員

百
名
へ
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
決
定
)
若
干
余

裕
あ
り

九
、
応
募
方
法

住
所
・
氏
名

年
齢
・
性
別
・
電
話

番
号
を
明
記
し
た
往

複
は
が
き
で
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。



みる・かたる・つくる

新
収
蔵
作
品
紹
介
(
普
4
月
̃
6
月
)

浜
口
陽
三
作
「
ざ
く
ろ
」

「
ポ
プ

ラ
」

「
顔
」

「
西
瓜
」

÷
入

池
田
満
寿
夫
作
「
作
品
」

「
出
来

事
±容量

「
閉
ざ
さ
れ
た
夜
の
た
め
に
」

「
飾
り
窓
の
中
」

「
ス
フ
ィ
ン
ク

ス
」

「
夜
の
旅
」

池田満寿夫作「作品」

池田満寿夫作「出来事」
i

浜口陽三作「ポプラ」

浜
口
陽
三
作
「
ざ
く
ろ
」

瑛
九
作
「
鳥
」

三
月
購
入
未
紹
介
資
料

木
内
克
作
「
石
版
画
三
薬
袋
」

柳
原
発
達
作
「
銅
版
画
三
薬
集
」

千
葉
県
美
術
会
は
、
県
展
三
十

同
年
の
二
大
事
業
と
し
て
、
県
展

計画進む浅井想像の建立

三
十
年
史
と
、
千
葉

県
の
生
ん
だ
、
洋
画

界
の
先
駆
者
で
あ
る

浅
井
忠
の
銅
像
建
立

を
計
画
し
た
。

美
術
会
の
呼
び
か

け
で
、
主
と
し
て
経

済
界
・
教
育
界
・
美

術
愛
好
家
を
ど
の
ご

協
力
を
得
て
、
県
展

が
開
催
さ
れ
る
、
十

月
二
十
八
日
を
目
指

し
て
制
作
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

二
月
二
十
八
日
の

第
一
回
世
話
人
会
を
含
め
、
三
回

に
わ
た
る
会
議
に
よ
り
、
五
月
十

七
日
に
、
県
立
美
術
会
に
で
、
発

起
人
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

計
画
に
よ
る
と
、
建
立
地
は
美

術
館
の
正
面
玄
関
附
近
で
約
二
、

四
メ
ー
ト
ル
の
立
像
が
建
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

す
で
に
募
金
活
動
が
始
ま
り
、

美
術
会
員
を
は
じ
め
、
篤
志
家
に

よ
り
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

特
に
ア
メ
リ
カ
在
住
の
ス
ワ
ニ
ー

さ
ん
か
ら
も
届
け
ら
れ
た
り
し
て
、

協
賛
者
が
多
岐
に
及
ん
で
い
る
こ

と
に
関
係
者
は
喜
ん
で
い
る
。

更
に
広
く
、
美
術
館
友
の
会
貝

に
も
呼
び
か
け
る
を
ど
、
県
民
運

動
と
し
て
進
め
て
い
る
。

お
問
い
合
ね
せ
先

千
葉
県
立
美
術
館
内

浅
井
忠
像
建
立
委
員
会

寄
贈

な
お
、
次
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

白
井
三
郎
氏
よ
り

菅
谷
元
三
郎
作
「
母
の
像
」

石
井
原
氏
よ
り

菅
谷
元
三
郎
作
「
恩
師
の
像
」

円
城
寺
幹
樹
氏
よ
り

円
城
寺
昇
作
「
杜
」

「
岩
」

円
城
寺
宏
氏
よ
り

円
城
寺
昇
作
「
崖
」

円城寺昇作「岩」

深
沢

幸
雄

深
沢
を
変
え
た
二
つ
の
こ
と
。

一
つ
は
大
戦
で
の
負
傷
で
あ
り
、

一
つ
は
昭
和
三
十
八
年
に
訪
れ

た
メ
キ
シ
コ
で
あ
る
。
負
傷
は
、

掌の中の影

油
絵
か
ら
銅
版
画
へ

移
ら
せ
、
メ
キ
シ
コ

は
、
モ
ノ
ク
ロ
か
ら

カ
ラ
ー
の
世
界
へ
と

導
い
た
。

メ
キ
シ
コ
の
灼
熱

た
る
太
陽
、
荒
涼
た

る
大
平
原
が
面
と
線

に
姿
を
か
え
て
、
強

烈
な
イ
メ
ー
ジ
で
語
り
か
け
、

幻
想
の
リ
ズ
ム
を
奏
で
る
。
し

か
も
比
類
の
な
い
技
法
は
、
彼

の
世
界
を
確
か
を
も
の
と
し
て

行
く
。
心
の
奥
に
よ
ど
む
メ
キ

シ
コ
の
叫
び
が
、
苦
悩
が
お
う

虹
の
如
く
し
ぼ
り
出
さ
れ
る
。

深
沢
は
、
山
梨
県
で
生
ま
れ

東
京
美
術
学
校
で
彫
金
を
学
び
、

銅
版
画
は
独
学
で
あ
る
と
い
う
。

だ
が
、
今
日
ま
で
の
数
々
の
受

賞
は
、
彼
の
技
術
の
碓
か
さ
を

物
語
る
。
現
在
市
原
市
在
住
。

●



●
和
気
あ
い
あ
い
の

第
一
回
美
術
を
語
る
会

特
別
展
「
黒
田
清
輝

屡
」
会
期
中
の
五
月
二

十
日
間
に
「
第
一
回
美

術
を
語
る
会
」
を
開
催

し
た
。
話
題
提
供
者
は

本
館
学
芸
課
長
大
木
衝

が
あ
た
り
、
「
黒
田
清

輝
の
人
と
芸
術
に
つ
い
て
」
語
り

合
い
が
な
さ
れ
た
。
特
に
、
黒
田

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
画
家
と
し
て
歩

み
は
じ
め
た
状
況
な
ど
手
紙
・
日

記
等
で
紹
介
が
あ
り
、
さ
ら
に
黒

田
ゆ
か
り
の
方
々
の
話
な
ど
も
ま

●

じ
え
で
興
味
深
い
話
が
交
れ
さ
れ

た
。●

「
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座
」

(
第
一
期
)
好
評
を
得
る

本
年
度
最
初
の

「
つ
く
る
」
活

動
と
し
て
の
「
デ
ッ
サ
ン
入
門
講

座
」
が
去
る
六
月
三
日
間
、
四
日

㈲
の
二
日
間
千
葉
大
学
教
育
学
部

助
教
授
戸
田
健
夫
氏
の
指
導
の
も

と
に
行
わ
れ
た
。
一
日
目
は
鉛
筆

に
よ
る
石
膏
デ
ッ
サ
ン
に
取
組
み
、

受
講
者
の
熱
心
な
制
作
の
成
果
が

発
表
さ
れ
た
。
二
日
目
は
、
豪
雨

に
も
か
か
わ
ら
ず
全
員
が
出
席
し

静
物
の
水
彩
画
を
行
っ
た
。

鉛
筆
デ
ッ
サ
ン
へ
の
淡
彩
で
あ

っ
た
が
、
水
彩
画
の
難
し
さ
を
あ

ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
よ
う

で
あ
る
。

受
講
者
と
講
師
と
の
を
ご
や
か

な
会
話
の
う
ち
に
、
制
作
の
よ
ろ

こ
び
を
得
た
講
習
会
で
あ
っ
た
。

●
友
の
会

事
業
拡
充
さ
れ
る

四
月
二
十
二
日
間
友
の
会
評
議

員
会
が
開
か
れ
、
本
年
度
の
事
業

計
画
が
決
定
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
会
報
「
し
お
さ
い
」

の
発
行
が

年
五
回
と
な
り
、
実
技
講
座
も
年

二
十
回
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
「
美
術
艦
首
の
旅
」

の
充
実
も

め
ざ
し
て
い
る
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
美
術
館
内

友
の
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
五
月
晴
れ
に

め
ぐ
ま
れ
た
見
学
会

友
の
会
と
の
共
催
事
業
と
し
て

例
年
行
わ
れ
て
い
る
「
美
術
鑑
賞

バ
ス
の
旅
」
は
、
五
月
十
四
日
間

に
九
十
名
が
参
加
し
行
か
れ
た
。

幸
い
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
芝
山
は

に
わ
博
物
館
・
千
葉
県
立
房
総
風

土
記
の
丘
な
ど
、
古
代
遺
跡
を
見

学
し
を
が
ら
房
総
を
し
の
ぶ
一
日

を
過
ご
し
た
。

デ
ッ
サ
ン
入
門
生
の

手
紙
か
ら

阪
本
絢
子
搬

千
葉
市
稲
毛
海
岸
5
の
1
の
2
 
8

稲
毛
カ
ト
レ
ア
一
〇
〇
六

変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

美
術
館
の
方
々
も
大
変
な
御

苦
労
を
な
さ
っ
た
事
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
皆
様

お
元
気
で
、
お
仕
事
に
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
遅
く
な
り
ま
し
た

が
御
礼
ま
で
。

伝

言

板

●
実
技
講
座
の
申
し
込
み
は
、
往

復
は
が
き
で
お
願
い
し
ま
す
。
住

所
・
氏
名
に
電
話
番
号
を
必
ず
書

い
て
く
だ
さ
い
。
せ
っ
か
く
受
講

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
在
っ
て
も

連
絡
で
き
を
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●

「
談
話
コ
ー
ナ
ー
」

へ
の
投
書

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
館
の

展
覧
会
や
、
講
座
等
に
希
望
す
る

こ
と
、
あ
る
い
は
憲
鬼
な
ど
何
で

も
結
構
で
す
。

●
秋
に
友
の
会
主
催
の
「
美
術
鑑

賞
の
旅
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
次
号
で
ね
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

前
略
、
六
月
三
・
四
日
の
デ

ッ
サ
ン
入
門
講
座
に
出
挿
さ
せ

て
頂
い
た
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。

比
の
た
び
は
大
変
に
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

私
は
中
学
校
の
絵
の
時
間
以
外

(
も
う
二
十
何
年
も
前
の
暫
で

す
が
)
絵
を
描
い
た
事
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
展
覧
会
等
で

索
暗
し
い
絵
を
拝
見
す
る
た
び

に
、
自
分
で
も
い
つ
か
描
い
て

み
た
い
と
思
う
時
が
あ
り
ま
し

た
。
で
も
ど
ん
を
風
に
し
て
描

け
ば
よ
い
の
か
、
と
て
も
気
が

重
く
、
を
か
な
か
描
く
事
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
私

の
絵
の
出
来
栄
え
は
小
学
生
の

絵
で
し
た
が
戸
田
先
生
の
熱
心

を
御
指
導
の
お
か
げ
で
こ
れ
っ

き
り
で
や
め
よ
う
と
は
恐
れ
な

く
を
り
ま
し
た
。
そ
の
革
を
大

六
月
の
よ
く
晴
れ
た
一
日
、

市
内
の
あ
る
小
学
校
が
、
社
会

科
見
学
の
一
環
と
し
て
、
美
術

館
を
見
学
に
釆
ま
し
た
。

芝
生
の
う
え
で
、
思
い
思
い

に
お
弁
当
を
ひ
ろ
げ
で
い
る
様

子
は
、
二
十
数
年
前
の
私
達
を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

私
達
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
同

じ
よ
う
に
、
社
会
科
見
学
は
期

待
が
大
き
い
も
の
で
す
。
皆
さ

ん
の
期
待
や
夢
に
こ
た
え
る
べ

く
今
後
も
、
活
動
の
充
実
を
は

か
り
な
が
ら
、
対
処
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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ロ
第
三
回
デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

こ
の
講
座
は
、
初
心
者
を
対
象

に
石
蒋
像
(
首
像
)
を
モ
デ
ル
に

し
て
、
形
や
明
暗
の
と
ら
え
方
、

質
感
や
量
感
の
把
握
な
ど
の
絵
画

表
現
の
基
礎
的
を
学
習
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

期
日

9
月
9
日
間
-
1
 
0
日
脚

時
間

午
前
1
0
時
̃
午
後
4
時

会
場

千
葉
県
立
美
術
館
研
究

工
作
室

会
費

無
料
(
但
し
、
材
料
費

自
己
負
担
)

講
師

千
葉
大
学
教
授

海
老
沢
厳
夫
氏

申
し
込
み講

座
名
・
住
所
・
氏
名

・
年
齢
・
電
話
番
号
を

明
記
し
た
往
複
は
が
き

で
申
し
込
ん
で
〈
だ
さ

ヽ

0

〆
切
は
、
8
月
2
6
日
。

(
当
日
の
消
印
有
効
)
で
定
員
四

十
名
を
こ
え
た
場
合
は
抽
選
で

決
定
。
を
お
、
詳
細
に
つ
い
て

は
、
学
芸
諜
普
及
広
報
班
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

口
七
宝
焼
講
習
会

ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ブ
ロ
ー
チ
な
ど

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
ま
た
、
室
内

装
飾
品
等
の
制
作
技
法
の
習
得
を

通
し
て
、
手
づ
く
り
の
楽
し
さ
、

使
う
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
の
で
き

る
七
宝
焼
の
基
礎
講
座
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
詳
細
は
次
号
に
。

期
日

1
 
2
月
2
日
周
̃
3
日
㈲

口
第
二
回
美
術
を
詰
る
会

テ
ー
マ

「
近
代
日
本
の
版
画
」

深
沢
幸
雄
氏
(
版
画
家
・
多
摩

美
術
大
学
講
師
)
を
迎
え
て
、
浮

世
絵
木
版
画
か
ら
今
日
に
い
た
る

近
代
日
本
の
版
画
の
歴
史
や
技
法

等
の
理
解
を
深
め
る
談
話
会
で
す
。

併
せ
て
、
中
南
米
の
マ
ヤ
・
メ

キ
シ
コ
文
化
の
ス
ラ
イ
ド
映
写
・

解
説
を
行
い
ま
す
。

自
由
に
、
ご
参
加
下
さ
い
。

7
月
2
2
日
㈲
2
時
よ
り

美
術
普
及
室封
書

▽
干
葉
美
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
&
脊

枢
廣

▽
千
葉
盲
学
校
陶
芸
焼

1
・
1
8
̃
了
・

▽
行
動
美
術
干
葉
塵

1
・
2
5
̃
1
・

8
・
1
̃
8
・
1
 
3

無
料

▽
干
葉
市
水
墨
画
同
好
会
連
合
会

屡

8
・
1
-
8
・
6

無
料

▽
第
6
固
「
明
る
く
楽
し
い
素
庭

づ
く
り
」
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展

8
・
8
̃
8
・
1
 
3

無
料

▽
千
葉
市
ア
マ
チ
ュ
ア
美
術
ク
ラ

ブ
廣

8
・
1
 
5
-
8
・
2
0

無
料

▽
日
本
習
字
千
葉
県
書
道
展

8
・
2
2
̃
8
・
2
7

無
料

▽
第
8
回
い
て
ふ
彫
刻
展

8
・
2
2
̃
9
・
3

無
料

▽
干
楽
市
教
職
員
美
術
展

8
・
2
9
-
9
・
3

無
料

▽
問
わ
れ
る
表
現
廣

9
・
5
̃
9
・
的

無
料

▽
文
化
書
道
千
葉
県
連
合
会
書
道

展

9
・
5
̃
9
・
1
 
0

無
料

▽
静
雅
書
道
会
干
葉
地
区
授

9
・
5
-
9
・
的

無
料

▽
第
了
回
写
真
干
葉
県
展

9
・
5
-
9
・
1
7

無
料

▽
窮
1
 
8
固
白
扇
書
道
会
展

9
・
1
2
̃
9
・
1
7

無
料

▽
干
葉
7
8
腺

9
・
1
9
̃
1
0
・
1

無
料

▽
第
2
5
固
千
葉
県
勤
労
者
美
術
展

1
0
・
3
-
的
・
8

無
料

▽
窮
8
回
新
構
造
干
葉
支
部
展

的
・
3
̃
的
・
8

無
料

▽
窮
的
回
フ
ァ
ン
シ
ー
膿

1
0
・
3
-
1
0
・
8

無
料

▽
窮
4
国
見
語
米
ロ
間
美
術
廣

●

▲
色

目
‥

「
へ
J6

∩
,
-

来

館

者

32

6 5.

ク
7 2月2524ケ2322 1898 〃6 5

ク

4月3028

福
井
県
立
美
術
館

黒
田
清
輝
屡
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
式
の
た
め
、
今
杜
月

県
教
育
長
、
鈴
木
千
葉

市
教
育
委
員
長
、
長
谷

川
千
楽
市
教
育
長
、
伊

藤
喪
主
ボ
国
立
文
化
財
研

究
所
長
を
は
じ
め
、
関

係
者
約
5
0
名

沼
田
県
副
知
事

相
川
県
議
会
議
費

埼
玉
県
立
博
物
館

関
野
前
東
京
国
立
文
化

財
研
究
所
所
長

山
村
県
議
会
議
輿

今
井
県
教
育
長

吉
原
県
議
会
議
員

菊
間
佐
倉
市
長

鈴
木
i
県
議
会
議
員

桟
瀬
文
化
庁
記
念
物
課

長市
煉
県
教
育
委
員
長

小
米
平
県
教
育
委
員

長
谷
川
成
田
市
長

菊
間
佐
倉
市
長

茨
城
県
教
育
委
員
会

松
永
埼
玉
県
別
知

良
筆
一
行

須
田
県
議
会
議
員

埼
玉
県
県
民
室
長

一
行
六
名

302725 22

山
梨
県
議
会
数
育
厚
生

委
員
会
ズ

沼
津
市
文
化
財
審
議
委

員

長
崎
県
議
会

浜
松
市
美
術
館
長

赤
欄
参
議
院
議
員

詳
罵
.
県
管
財
課
長
一
行

北
海
道
立
近
代
美
術
館

日

諮

抄

4

月101
(
ノ
〕

ソ
}

(
ソ
」6

h
′
-

「
の
り

(
ノ
ー

5

日
月

田
山41

」
の
‖8町

田
-
リ
ー

各
J

○
○
〕

辞
ム
p
」
父
付

浅
井
忠
像
建
立
世
話
人

△
真県

立
美
術
館
・
博
物
館

協
議
会

友
の
今
総
会
(

美
術
講

演
人
妻
終
曲
氏
)

柴
田
詩
法
碑
展
開
△
本
式

柴
田
清
輝
展
オ
ー
プ
ン

詣
塁
撃
会

「
聖
…
田
清
輝
と

明
治
絵
画
」

(
陰
里
氏
)

友
の
会
口
先
芸
子
旅
行

浅
杜
月
相
思
像
建
立
発
起
人

△
天旧

ポ
博
物
館
協
会
役
員
会

竹
男
一
‥
凹
美
術
を
語
る
△
承

県
立
博
物
館
協
会
総
会

6

日
月

3
・
4

デ
ッ
サ
ン
入
門
講
座

6

減
枠
息
像
建
立
委
員
会

2
0

監
査
委
員
監
大
嵐

2
2

美
術
普
及
棟
建
設
合
同

委
‥
貝
A
云

2
9

美
術
法
曹
及
棟
建
設
A
口
同

委
員
ム
憂

3
0

県
立
美
術
館
・
博
物
館

館
長
ム
至
撮

●


